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／
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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
　
長
　
田
　
口
　
清
　
一

議　長
田　口　清　一

副議長
菅　谷　幸　雄

去
る
、
平
成
20
年
第
４
回
鉾
田
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
私
ど

も
、
議
長
、
副
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
浅
学
非
才
で
、
も
と
よ
り
議
長
の
器
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
推
挙
を
受
け
ま
し

た
う
え
は
、
公
正
無
私
の
立
場
を
堅
持
し
誠
心
誠

意
、
努
力
を
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平成20年 第3回 臨時会 会期日程

平成20年 第4回 定例会 会期日程
12月 2日

12月 4日

12月 5日
12月 10日
12月 12日

火

木

金
水
金

本 会 議

本 会 議
委 員 会
本 会 議
委 員 会
本 会 議

午前10時

午前10時
本会議終了後
午前10時
午前10時
午前10時

・会議録署名議員の指名
・会期の決定
・諸般の報告
・市長提出議案について提案説明
・一般質問　
・経済建設常任委員会
・一般質問
・総務企画常任委員会
・議案第1号～議案第17号について、質疑、討論、採決
・議案第18号～議案第21号について、提案説明、質疑、討論、採決
・議議案第１号～議議案第３号について、提案説明、質疑、討論、採決
・請願第20-3号、請願第20-5号、請願第20-6号について、委員長報告、質疑、討論、採決
・議長辞職の件
・選挙第１号 議長選挙
・副議長辞職の件
・選挙第２号 副議長選挙
・閉会中の継続審査

月　日 曜 会議区分 開議時刻 摘　　　　　　　要

11月 6日 木 本 会 議 午前10時

・会議録署名議員の指名
・会期の決定
・諸般の報告
・市長提出議案について提案説明、質疑、討論、採決

月　日 曜 会議区分 開議時刻 摘　　　　　　　要
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高
速
増
殖
炉
サ
イ
ク
ル
技
術
研
究
開

発
推
進
交
付
金
（※）
を
活
用
し
、学
校
教

育
の
充
実
に
資
す
る
事
業
と
し
て
、鉾

田
・
大
洋
地
域
の
小
学
校
の
机
・
椅
子
及

び
大
洋
中
学
校
の
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
を

購
入
す
る
補
正
予
算
。

サ
イ
ク
ル
交
付
金
が
、平
成
20
年

か
ら
24
年
の
５
年
間
、交
付
金
の
額

が
年
額
５
千
万
円
を
限
度
と
い
う
こ
と
で
す

が
、今
後
の
交
付
金
の
使
途
は
。ま
た
、大
洗

町
の
交
付
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

鉾
田
市
地
域
活
性
化
計
画
に
よ
り

県
を
通
じ
文
部
科
学
省
と
協
議
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、21
年
度
か
ら
24
年
度

に
、教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
事
業
、パ
ソ
コ

ン
整
備
事
業
、理
科
室
整
備
事
業
、パ
ソ
コ
ン

教
室
の
空
調
、図
書
館
整
備
等
を
計
画
し
て

い
ま
す
。大
洗
町
の
交
付
額
は
、年
額
３
億
５

千
万
円
と
聞
い
て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
交
付
金
で
小
中
学
校
の

　

 

備
品（
机
・
椅
子
・
パ
ソ
コ
ン
）購
入

臨時会

さ
て
、
地
方
分
権
の
流
れ
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
議
会
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国

か
ら
地
方
へ
の
権
限
、
税
源
の
移
譲
が
進
め
ら

れ
、
地
方
の
自
主
性
、
自
立
性
の
強
化
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
、
住
民
自
治
の
根
幹
を
な
す
地
方

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
重
要
性
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状

の
も
と
議
決
機
関
と
し
て
、
議
会
の
持
っ
て
い
る

機
能
を
十
分
発
揮
し
、
議
会
の
改
革
、
活
性
化
に

努
め
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
共
生
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
鉾
田
市
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市

民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

事業内容

事業内容

※高速増殖炉サイクル技術研究開発推進交付金とは？　日本原子力研究開発機構大洗研究開発センターが設置した、高速増殖炉の実験炉
　「常陽」の周辺地域において、当該施設の設置及び運転の円滑化並びにこれに伴う研究開発の推進に資するため交付されるもの。

第4回定例会 最終日に行われた議長選挙

平
成
21
年
３
月
末
で
串
挽
幼
稚
園

が
廃
園
と
な
り
、４
月
か
ら
鉾
田
幼
稚

園
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
送
迎

バ
ス
２
台
を
購
入
す
る
た
め
の
補
正
予

算
。串

挽
と
鉾
田
幼
稚
園
の
統
合
に
つ

い
て
は
、父
母
・
関
係
者
の
合
意
は

十
分
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

年
々
入
園
児
が
減
少
し
て
い
る
実

態
を
ふ
ま
え
、保
護
者
と
十
分
協
議
を

し
、統
合
も
や
む
を
得
な
い
が
通
園
方
法
を

検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。 問答 幼

稚
園
バ
ス
購
入
事
業１

０
０
３
万
円

問答 サ
イ
ク
ル
交
付
金
事
業６

６
１
３
万
円

解
説
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橋
の
点
検
は
、
15
ｍ
以
上
の

橋
が
43
カ
所
あ
り
、
15
カ
所
か

ら
20
カ
所
を
点
検
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
一
番
古
い
橋
は
何
年
頃
に

つ
く
っ
た
の
か
。
つ
く
っ
た
年
度
に

よ
っ
て
も
違
う
と
思
う
が
、
橋
の
耐

用
年
数
は
何
年
な
の
か
。

一
番
古
い
橋
は
、
昭
和
47
年

に
１
基
、
48
年
に
３
基
、
49
年

に
６
基
と
い
う
状
況
で
す
。
一
般
的

な
橋
の
耐
用
年
数
は
、
50
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
橋
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
今
後
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
小
ま
め
に
修
繕
・
補
修

を
行
い
な
が
ら
橋
の
寿
命
を
延
ば
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
今
の
燃
料
費
の
高
騰
で
燃

料
費
、
光
熱
水
費
に
お
い
て

は
、
鉾
田
市
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
影
響

を
受
け
た
の
か
。
公
用
車
分
と
施
設

分
の
燃
料
費
は
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
中
で

計
上
し
て
い
る
額
全
体
で

は
、
燃
料
費
、
光
熱
水
費
で
合
わ
せ

て
２
６
６
０
万
４
千
円
で
す
。
こ
の

内
訳
は
、
ガ
ソ
リ
ン
代
87
万
８
千

円
、
電
気
代
621
万
９
千
円
、
各
種
施

設
の
暖
房
、
重
油
、
灯
油
等
で
１
９

５
０
万
７
千
円
で
す
。
ま
た
、
燃
料

の
公
用
車
と
施
設
に
つ
い
て
は
、
公

用
車
が
約
90
万
円
。
そ
の
ほ
か
の
燃

料
関
係
で
は
、
と
っ
ぷ
・
さ
ん
て
大

洋
の
重
油
代
、
と
も
え
荘
の
重
油

代
、
ほ
っ
と
パ
ー
ク
の
灯
油
代
が
大

き
な
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賦
課
徴
収
事
務
費
の
電
算
処

理
委
託
料
182
万
２
千
円
は
、
来

年
度
か
ら
住
民
税
を
年
金
天
引
き
に

す
る
た
め
に
、
年
金
保
険
者
と
地
方

電
子
化
協
議
会
と
市
町
村
を
オ
ン
ラ

イ
ン
す
る
た
め
の
予
算
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
該
当
者
は
ど
の
ぐ
ら
い
に

な
る
の
か
。住民

税
の
公
的
年
金
か
ら
の

天
引
き
の
対
象
者
は
、老
齢
年

金
の
給
付
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上

の
方
で
、年
金
支
給
額
が
年
額
18
万
円

以
上
で
、住
民
税
の
額
が
年
金
支
給
額

以
下
の
方
と
な
り
ま
す
。該
当
者
数
は

約
１
１
０
０
名
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

生
活
保
護
扶
助
費
の
大
幅
な

伸
び
の
内
容
は
。

生
活
保
護
受
給
者
の
生
活
扶

助
費
と
介
護
扶
助
費
と
医
療
扶

問

問

問 問

答

答

答

答

橋
梁
維
持
事
業

橋
梁
調
査
委
託
料

賦
課
事
務
費

１
２
０
０
万
円

１
８
２
万
円

生
活
保
護
扶
助
費

４
９
６
０
万
円

燃
料
費
に
つ
い
て

◎
全
員
賛
成　

●
賛
成
多
数

●
一
般
会
計 

（
第
４
号
）

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 （
第
４
号
）

◎
介
護
保
険
特
別
会
計 

（
第
３
号
）

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

 

（
第
３
号
）

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

 

（
第
３
号
）

◎
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

◎
国
民
健
康
保
険
条
例

◎
市
議
会
会
議
規
則

 

◎
市
道
路
線
の
変
更 

（
２
件
）

◎
市
道
路
線
の
認
定 

（
２
件
）

◎
物
品
購
入（
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）

契
約
の
締
結

◎
物
品
購
入（
小
中
学
校
児
童
、生
徒
用

机
・
椅
子
）契
約
の
締
結

◎
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

◎
市
境
界
の
決
定
に
関
す
る
意
見

 

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命 

同　

意

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任（
３
件
） 

同　

意

平
成
20
年
度
補
正
予
算

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正

そ
　
の
　
他

人
　
　
　
事

定例会

4



助
費
の
部
分
が
非
常
に
伸
び
て
い
ま

す
。
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
で
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
が
大
変
多
く
な
り
、
医
療
費
の

負
担
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

消
防
施
設
整
備
事
業
で
、
約

２
７
０
０
万
円
減
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
内
容
は
。

再
編
交
付
金
事
業
で
消
火
栓

の
設
置
を
38
基
予
定
し
ま
し

た
。
こ
の
予
定
し
た
消
火
栓
は
、
防

衛
と
の
協
議
の
中
で
、
再
編
交
付
金

事
業
に
該
当
し
な
い
と
い
う
結
論
に

達
し
た
た
め
に
減
額
し
ま
し
た
。
理

由
と
し
て
は
、
配
水
管
が
１
５
０
㎜

以
上
の
と
こ
ろ
へ
設
置
す
る
消
火
栓

に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
、
再
編
交
付

金
の
該
当
に
な
り
、
そ
れ
以
外
の
配

水
管
へ
つ
け
る
消
火
栓
は
、
こ
の
再

編
交
付
金
の
該
当
に
な
ら
な
い
の
で

減
額
し
て
い
ま
す
。

国
保
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
産
科
医
療
補
償
制
度
の
創

設
に
伴
う
こ
と
で
す
が
、
制
度
の
内

容
は
。

こ
の
制
度
は
安
心
し
て
産
科

医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備

の
一
環
と
し
て
、
分
娩
に
か
か
わ
る

医
療
事
故
に
よ
り
、
脳
性
麻
痺
に

な
っ
た
子
及
び
そ
の
家
族
の
経
済
的

負
担
を
速
や
か
に
補
償
す
る
と
と
も

に
、
事
故
原
因
の
分
析
を
行
い
、
将

来
の
同
種
の
事
故
の
防
止
に
資
す
る

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
紛
争
の
防
止
、
早
期
解
決
及
び

産
科
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

問問 答

答

消
防
施
設
整
備
事
業

２
６
５
４
万
円
減
額

 

鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦 

適　

任

●
監
査
委
員
の
選
任 

同　

意

◎
燃
料
、肥
料
、飼
料
、農
業
資
材
等
の

価
格
高
騰
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
求

め
る
請
願 

み
な
し
採
択

◎
た
ば
こ
税
増
税
反
対
に
関
す
る

　

請
願
書 

採　

択

・
烟
田
地
区
に
お
け
る
水
田
へ
の
水
確

保
を
求
め
る
請
願 

継
続
審
査

◎
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出

◎
た
ば
こ
税
の
増
税
に
反
対
す
る
意
見

書
の
提
出

請
　
　
　
願

意
　
見
　
書

■ 

鉾
田
市
教
育
委
員
会
委
員

　

石　

山　

ち
い
子 　
　
烟　

田

■ 

鉾
田
市
固
定
資
産
評
価

　
　
　
　
　

審
査
委
員
会
委
員

　

新　

堀　

正　

睦 　
　
菅
野
谷

　

村　

上　

勝　

男 　
　
鹿　

田

　

小　

堤　

啓　

陸 　
　
汲　

上

■ 

人
権
擁
護
委
員

　

飯　

島　

聰　

子 　
　
汲　

上

■ 

鉾
田
市
監
査
委
員

　

山　

口　
　
　

德 　
　
大　

戸

人 

事

Hum
an

         affairs

歳入で国庫支出金1億2,446万円が計上されており、その内容
は、地域活性化緊急安心実現総合対策交付金や合併市町村補

助金、まちづくり交付金などであります。また、支出面では農林水産業関連
の予算、まちづくり基金、そして社会福祉費等では7,000万円からが予算化
されていて、市民のための内容が大半であります。昨今の厳しい社会情勢
の中、弱者に対する予算、市民の健康づくりのための予算、また将来のま
ちづくりのための基金等の積み立てなどの内容であるので、補正予算案に
対して賛成します。

賦課徴収費の中で電算処理委託料182万2,000円が計上され、
来年度から、65歳以上の人で、年金の支給額が年間18万円以上

のお年寄りから住民税を天引きするための予算の内容となっている。年金
からは、既に介護保険に加え、今年から国保税と後期高齢者保険料が天引
きされていますが、さらに天引きを広げるもので、お年寄りの方々から怒り
が広がっています。鉾田市は、このような国の悪政に対しても見直しを要求
する意思もなく、納得ができませんので反対します。

平成20年度
鉾田市一般会計補正予算

討 論 Discussion

賛 成

反 対
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道
路
舗
装
の
基
準
は
、道
路

幅
と
し
て
い
る
が
、通
学
路
や

農
道
に
関
し
て
は
道
幅
が
狭
く
て
も

対
応
し
、利
用
頻
度
等
を
勘
案
し
て

と
の
こ
と
で
し
た
。旧
大
洋
地
区
は
、

村
道
に
す
る
と
交
付
税
が
入
る
の
で
、

多
く
の
農
道
を
村
道
に
し
た
経
緯
も

あ
り
ま
す
。そ
こ
で
①
利
用
頻
度
の

計
算
に
つ
い
て 

②
舗
装
順
番
の
判
断

基
準
に
つ
い
て 

③
市
道
交
付
税
額
の

面
積
当
た
り
の
単
価
に
つ
い
て 

④
交

付
税
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
建
設
部
長
】①
利
用
状
況

は
、当
該
路
線
の
現
地
確
認
時

に
交
通
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

②
道
路
整
備
は
、多
額
に
な
る
こ
と

か
ら
、国
、県
補
助
の
導
入
を
心
が
け

て
い
ま
す
。舗
装
順
番
は
、補
助
条
件

に
合
う
道
路
整
備
が
事
業
着
手
の
判

断
基
準
で
す
。現
地
の
交
通
状
況
、緊

急
性
、経
済
性
、地
域
性
等
の
観
点
か

ら
検
討
し
行
っ
て
い
ま
す
。

【
総
務
部
長
】③
交
付
税
額

の
面
積
は
、地
方
交
付
税
の
算

定
に
用
い
る
道
路
基

準
財
政
需
要
額
が
、道
路
の

延
長
、面
積
で
積
算
さ
れ
ま
す
。こ
の

中
で
道
路
幅
員
4.5
ｍ
以
上
6.5
ｍ
未
満

を
１
と
し
て
、そ
れ
以
上
を
割
り
増

し
、そ
れ
以
下
を
割
り
落
と
し
補
正
し

て
積
算
し
ま
す
。幅
員
ご
と
に
異
な
る

単
価
に
な
り
、幅
員
ご
と
の
１
坪
当
た

り
の
交
付
税
額
を
算
出
す
る
と
、6.5
ｍ

以
上
165
円
、4.5
ｍ
以
上
6.5
ｍ
未
満
148

円
、2.5
ｍ
以
上
4.5
ｍ
未
満
105
円
、1.5
ｍ

以
上
2.5
ｍ
未
満
30
円
に
な
り
ま
す
。

④
交
付
税
は
補
助
金
や
交
付
金
等

の
よ
う
に
特
定
財
源
で
は
な
く
、地
方

自
治
体
の
実
情
に
応
じ
て
使
用
で
き
る

一
般
財
源
な
の
で
、広
く
行
政
需
要
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

（
１
） 

温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

（
２
） 

道
路
舗
装
に
つ
い
て

（
３
） 

阿
玉
地
区
歩
道
整
備
に
つ
い
て

（
４
） 

防
犯
対
策
と
交
番
設
置
に
つ
い
て

（
５
） 

当
市
に
あ
る
県
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

（
６
） 

21
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

（
１
） 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

（
２
） 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

（
３
） 

子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

（
１
） 

鉾
田
総
合
公
園
に
つ
い
て

（
２
） 

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
つ
い
て

（
３
） 

公
共
交
通
機
関
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

（
１
） 
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

（
２
） 
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

（
１
） 

持
続
可
能
な
行
政
づ
く
り
に
つ
い
て

（
２
） 

定
額
給
付
金
に
つ
い
て

（
１
） 

景
気
悪
化
か
ら
失
業
や

 

中
小
零
細
企
業
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

（
２
） 

政
府
の
緊
急
対
策
の
活
用
に
つ
い
て

（
３
） 

安
心
で
き
る
社
会
保
障
の
充
実
に
つ
い
て

（
４
） 

定
額
給
付
金
に
つ
い
て

（
５
） 

消
費
税
増
税
を
ス
ト
ッ
プ
し
家
計
を

 

応
援
す
る
減
税
を
国
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
６
） 

住
民
要
望
に
つ
い
て

（
１
） 

学
校
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て

（
２
） 

鉾
田
市
の
産
業
の
育
成
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

（
１
） 

平
成
21
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

（
１
） 

交
付
金
に
つ
い
て

（
２
） 

防
災
に
つ
い
て

（
３
） 

敬
老
を
祝
う
会
に
つ
い
て

（
１
） 

学
校
給
食
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

（
２
） 

農
業
問
題
に
つ
い
て

（
３
） 

道
路
問
題
に
つ
い
て

（
４
） 

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

（
１
） 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

（
２
） 

環
境
保
全
型
土
壌
消
毒
事
業
に
つ
い
て

（
３
） 

機
構
改
革
に
つ
い
て

（
１
） 

基
金
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

（
２
） 

環
境
行
政
に
つ
い
て

（
１
） 

土
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て

（
２
） 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

（
３
） 

上
沢
地
区
内
の
道
路
舗
装
に
つ
い
て

質
　
　
問
　
　
事
　
　
項

倉　

川　

陽　

好

水　

上　

美
智
子

方
波
見　

和　

彦

小　

沼　

洋　

一

岩　

間　

勝　

栄

高　

野　
　
　

衛

畠　
　
　

長　

弘

井　

川　

茂　

樹

米　

川　

宗　

司

山　

口　
　
　

德

入　

江　
　
　

晃

菅　

谷　

達　

男

小　

沼　

幸　

義

議
　
　
員
　
　
名

道
路
舗
装

問答答

倉
　
川
　
陽
　
好
　
議
員

13人の議員が一般質問

ホームページで
一般質問の会議録が
見られます。

市のホームページで、本会議の会議録を公開しています。
① 鉾田市のホームページへアクセスする。（アドレス  http://www.city.hokota.lg.jp）
② 市ガイド内の「鉾田市議会」をクリックする。
③ 会議録をクリックする。
なお、今定例会の会議録公開は、3月頃の予定です。本会議の会議録（冊子）は、市立図書館で閲覧できます。

ここが聞きたい!!一般質問
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乳
幼
児
健
診
時
に
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
赤
ち
ゃ
ん
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
、絵
本
と

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
（※）
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

な
い
か
。【

教
育
部
長
】子
育
て
に
お
け

る
読
書
の
重
要
性
や
家
庭
、地

域
で
の
読
書
の
推
進
を
含
め
た
子
供
の

読
書
活
動
推
進
計
画
を
現
在
策
定
中

で
あ
り
、計
画
期
間
は
平
成
21
年
か
ら

５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
も

乳
幼
児
健
診
な
ど
で
子
育
て
家
庭
の

手
引
き
と
し
て
、家
庭
教
育
手
帳
を
配

布
し
て
い
ま
し
た
が
、策
定
中
の
計
画

で
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
運
動
と
し
て
乳

幼
児
健
診
時
の
簡
単
な
読
み
聞
か
せ

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後

健
診
の
日
程
も
あ
り
ま
す
が
、簡
単
な

読
み
聞
か
せ
な
ど
の
取
り
組
み
が
実

施
可
能
な
の
か
検
討
し
、計
画
に
基
づ

い
た
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
読
書
活
動
の

推
進
が
子
育
て
支
援
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

鉾田総合公園体育館や学校施設などで、修繕等がされていない状況
で、新市建設計画で文化複合施設が計画されていますが、このような市

の姿勢では、施設が古くなったときに同じことが起こるのではないかと思います。
古くなっても早急に修理をして、市民の皆さんに不便をかけないようにするのが
大事であると思いますが、どのように考えているのか。

【教育部長】新規に建設予定の施設及び既存施設においても、施設老朽化によ
り不具合が生じ、修繕箇所の発生が考えられます。この際、利用者に不便を感じ

させることも多々あると感じています。このようなことが発生し、施設利用者に不便を来
すような場合は、緊急性、危険等を考慮の上、優先順位をつけながら対応していく考え
です。

総合公園の体育館は、出初め式・成人式などのときには、進入路が１本のた
めに大変渋滞が激しいところです。この進入路の件で飯名地区、西台地区のほ

うに抜ける道を設けるとか、入り口を分散させるとか、方法が考えられないのか。
【教育部長】出入口が１ヵ所で
あるため、入るのにはよいが、出

るときに困難を来す状況です。しかしな
がら、道路体系を見ても、現在の体系で
しか対応できないと考えています。利用
の際については、それらを十分考慮した
中で検討していきたいと考えています。

子
育
て
支
援

鉾
田
総
合
公
園

問

問

問

答

答

答
方
波
見
　
和
　
彦
　
議
員

水
　
上
　
美
智
子
　
議
員

　
　
　
　
　（※

）ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
に
絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
と
、一
緒

に
絵
本
を
手
渡
し
、心
触
れ
合
う
ひ
と
と
き
を
持
つ

き
っ
か
け
を
つ
く
る
活
動
の
こ
と
で
す
。

解
説

大洋保健センターの “すこやか教室” 大洋どんぐりの会による読み聞かせ

ここが聞きたい!!一般質問
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市
民
税
等
の
減
収
及
び
滞

納
な
ど
で
歳
入
不
足
が
見
込

ま
れ
、財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

を
続
け
な
け
れ
ば
、事
業
を
予
算
ど

お
り
執
行
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。市
の
財
政
基
金

は
本
年
度
予
算
の
最
終
補
正
見
込
み

に
よ
る
残
高
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

か
。ま
た
、21
年
度
予
算
編
成
で
は
生

気
の
な
い
事
業
の
見
直
し
・
廃
止
、執

行
方
法
の
工
夫
、統
廃
合
な
ど
大
胆

な
方
向
転
換
を
迫
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

【
総
務
部
長
】20
年
度
末
の

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、約

15
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

21
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、急

速
な
景
気
の
悪
化
に
よ
り
、市
税
収
入

や
地
方
交
付
税
の
減
額
が

想
定
さ
れ
ま
す
。非

常
に
厳
し
い

状
況
の
中

で
持
続

可
能

な
行
政
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
、経
常
的

な
経
費
の
縮
減
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
方
策
と
し

て
、21
年
度
予
算
編
成
で
は
、既
存
経

費
に
対
し
、課
単
位
に
予
算
要
求
限
度

額
を
定
め
る
枠
配
分
方
式
を
導
入
し
、

経
費
削
減
を
図
り
ま
す
。各
課
の
事
業

の
さ
ら
な
る
見
直
し
や
効
率
化
を
進

め
、合
併
特
例
債
事
業
な
ど
の
重
点
施

策
を
中
心
と
す
る
事
業
に
対
し
て
、限

ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
な
配
分
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨年の出生者は362名、人口の約0.７％です。今後はさらに少子高齢化が進み、将来的には
大きな社会問題です。特に医療費の伸びや民生費、社会保障費などますます子供たちの負担

が大きくなるばかりです。少子化対策について、今後の取り組みについて伺います。
【健康福祉部長】少子化の問題は、地域社会全体に深刻な影響を及ぼす大変大きな問題で
す。旧町村単位で作成した次世代育成支援対策地域行動計画に盛り込まれた指針を基本とし

て、内容充実に努力していきたいと考えています。
また、来年度予定している次世代育成支援対策地域行動計画・後期計画策定のための基礎資料を
得る目的により、市内の０歳から小学就学前の子供のいる2,000世帯を対象にアンケート調査をし
て、調査結果を分析、子育て支援に関する市民ニーズを
十分に把握し、計画に反映していきたいと考えていま
す。県では、本年度から「いばらき３人っこ家庭応援

事業」として対象児童の保育料軽減を図る事
業に取り組みました。本市でも、本年度から
この事業に取り組むこととし、保護者の
就労支援とともに経済的負担の軽減
により少子化解消につながればと考
えています。

持
続
可
能
な
行
政
づ
く
り

岩
　
間
　
勝
　
栄
　
議
員

少子化対策 小　沼　洋　一　議員

問

答

問答

ここが聞きたい!!一般質問
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景
気
悪
化
を
理
由
と
し
た
、

銀
行
に
よ
る
中
小
企
業
へ
の
貸

し
渋
り
や
貸
し
は
が
し
が
、激
し
さ
を

増
し
て
い
る
が
、鉾
田
市
は
ど
う
な
の

か
。ま
た
、銀
行
へ
の
要
請
な
ど
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

大
企
業
は
相
次
い
で
派
遣
社
員
の

削
減
計
画
を
発
表
し
て
い
ま
す
。失
業

給
付
金
を
非
正
規
の
労
働
者
に
も
給

付
で
き
る
よ
う
改
善
す
る
こ
と
を
国

に
求
め
て
は
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
部
長
】中
小
企
業

に
対
す
る
金
融
支
援
は
、商
工
会

で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、市
で
も
金
融
保

障
を
す
る
立
場
か
ら
所
管
し
て
い
ま
す
。

現
在
、商
工
会
で
審
査
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、市
内
金
融
機
関
に
対
し
て
は
中
小

企
業
へ
の
積
極
的
な
支
援
と
融
資
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。市
で
の
貸
し
渋
り
や
貸
し
は

が
し
の
実
態
は
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、金

融
機
関
へ
の
要
請
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

失
業
給
付
金
は
、法
令
上
の
区
分
問

題
で
あ
り
、現
行
制
度
に
お
い
て
日
雇

い
労
働

求
職
者

給
付
金
制

度
も
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。今
後
の

国
の
動
向
を
見
て
判
断
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

失
業
給
付
は
、今
ま
で
は
臨
時

で
も
６
カ
月
以
上
働
い
て
い
れ
ば

該
当
に
な
っ
た
の
が
、１
年
以
上
に
期
間

延
長
さ
れ
、１
年
未
満
の
方
は
該
当
さ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。元
に
戻
し
て
、６
カ

月
を
超
え
た
段
階
か
ら
、失
業
し
た
場
合

で
も
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
市
の
ほ
う

か
ら
国
へ
要
望
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
産
業
経
済
部
長
】非
正
規

労
働
者
の
失
業
給
付
は
、19
年

度
に
期
間
が
６
カ
月
か
ら
１
年
に
改
正

が
あ
り
ま
し
た
。日
雇
い
労
働
求
職
者

の
給
付
金
制
度
も
あ
り
、ま
た
事
業
主
、

雇
用
者
の
ほ
う
の
負
担
割
合
も
出
て
き

ま
す
の
で
、今
後
も
国
並
び
に
関
係
機

関
の
動
向
を
見
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

本市の学校給食に汚染米が使用されたと新聞に報道され、市民に不安が走りま
した。経過と対策について伺います。また地産地消の精神からも、給食に対するそ

の他の支援ができないか。
【教育部長】事故米の混入騒動は、十分な調査、確認がされないままに報道され、その
後の調査で事故米は混入されていなかったとの報告を受けました。今後の学校給食において

も、より安心安全な食材の確保と衛生管理に努めていきたいと考えています。

学校給食の支援については、「ＪＡ茨城旭村、かしまなだ」から、幼稚園、小中学校の給食用食材として地元産

の米が、養豚組合から小学校13校に対し豚肉がそれぞれ寄贈されています。子供たちに農の大切さや地元野菜

のよさや安全性など、食育指導に取り組んでいきたいと考えています。

給食センターの建設が予定されていますが、教育長はセンター方式
のメリット、またはデメリットについてどのように考えているのか。
【教育長】自校方式は、身近な調理場で職員と交流しながら取り組め
るという点で、すばらしさを持っていると思っています。しかし、各学校の

状況を見ると、非常に施設、設備が老朽化しており、また調理員の配置等は、学

校間によって違いがあるという問題があります。それから、今は温かいものは冷

めない方策を、どちらの場合も共通してほとんど差がなくできるという状況で

す。全体を見たときに、センター方式になっても各学校で身近に職員の様子等

も見られるような取り組みをすることは可能ですので、センター方式でやってい

くことが、子供たちにより安心安全な給食が提供できると、考えています。

失
業
や
中
小
零
細
企
業
を
守
る
対
策高

　
野
　
　
　
衛
　
議
員

学校教育環境整備 畠　　　長　弘　議員

問

問

答

答

問

問

答

答

養豚組合から寄贈された豚肉で“とん汁”を!!（旭北小フェスティバル）

ここが聞きたい!!一般質問
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日
本
原

子
力
研
究

開
発
機
構
大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に

高
速
実
験
炉「
常
陽
」が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、平
成
15
年
か
ら
５
年
間
、リ
サ
イ
ク

ル
交
付
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
の
交
付
金
は
、今
ま
で
と
違
っ
て
、ソ

フ
ト
面
の
事
業
に
限
ら
れ
、金
額
も
低

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。市
と
し
て
国
、県

に
対
し
ど
の
よ
う
な
要
望
、働
き
か
け

を
し
て
き
た
の
か
。

【
総
務
部
長
】今
年
度
か
ら
新

た
に
創
設
さ
れ
た
サ
イ
ク
ル
交

付
金
は
、５
年
間
の
交
付
で
総
額
は
20

億
円
。う
ち
、鉾
田
市
で
２
億
５
千
万

円
、大
洗
町
で
17
億
５
千
万
円
と
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
交
付
金
は
、昨
年
の
国
の
概

算
要
求
時
に
、こ
の
制
度
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
制
度
設
計
で
は
、「
も
ん

じ
ゅ
」と「
常
陽
」の
立
地
自
治
体
が
対
象

と
さ
れ
、鉾
田
市
は
対
象
と
な
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、敷
地
状
況
の
特

質
性
等
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、交
付
対
象

と
な
る
よ
う
県
と
と
も
に
国
へ
何
度
も

働
き
か
け
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。今
年
の

６
月
に
入
り
、何
と
か
現
在
の
形
で
落
ち

つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。早
目
に
動
い
た
こ

と
が
、当
初
の
対
象
外
か
ら
、交
付
対
象

に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。 

サ
イ
ク
ル
交
付
金
が
全
体
の

８
分
の
１
し
か
交
付
さ
れ
な
い

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。鉾
田
市
は
確
か

に
炉
が
な
い
で
す
が
、と
て
も
危
な
い

地
域
で
す
。先
日
、県
庁
の
事
業
推
進
課

へ
行
っ
て
そ
の
旨
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

鉾
田
市
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
か
尋
ね

て
も
、全
然
わ
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

炉
が
無
く
て
も
、非
常
に
危
な
い
地
域

だ
と
い
う
こ
と
を
、も
っ
と
県
や
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

【
総
務
部
長
】金
額
的
に
は
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、ご
見
解
も
あ

る
と
存
じ
ま
す
が
、で
き
る
限
り
の
こ
と

は
し
た
つ
も
り
で
す
。こ
の
金
額
に
つ
い

て
は
、国
の
法
等
に
基
づ
き
ま
し
て
算
出

さ
れ
た
額
で
す
の
で
、ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

交
付
金
に
対
す
る

　
　
国
県
へ
の
働
き
か
け
は

米
　
川
　
宗
　
司
　
議
員

県は、10月17日に21年度予算編成の基本方針を発表し、歳入において県税
や地方交付税の増額は見込めないと予測し、公共事業などの歳出抑制と事業

数の削減を行うとしています。本市においても、基幹産業である農業は、生産資材等
の大幅な価格の値上げを見たわけですが、農産物の価格は景気の悪化に比例する
ように低価格で推移しています。
所得税や住民税が減収と予想される中、21年度予算編成は非常に厳しい状況と思
われます。予算編成方針の中で特に留意した点、特徴的な点を伺います。

【総務部長】予算編成の中で、重点施策を中心とした事業に効果的な財源配分
をするためには、事務事業の見直しを促し、既存経費の圧縮を図ることが必要不

可欠と判断しています。そのため予算要求は、これまでの経常経費、政策経費という一
件積み上げ方式から、既存経費を対象とした枠配分経費、人件費、公債費(借入)の返済
分等の義務的な経費を対象とした枠外経費、合併特例債事業や新規事業を対象とした

重点施策枠経費の３つの経費に分けて、要
求する枠配分方式に改めました。各部署の
要求段階から、既存経費の圧縮を図りまし
て、限られた財源を有効配分することとし
た点が、21年度予算編成方針の特徴と
して挙げられると考えます。

井
　
川
　
茂
　
樹
　
議
員

平
成
21
年
度
予
算
編
成

問

答

答 問

問

答

ここが聞きたい!!一般質問
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①
学
校
給
食
に
100
％
地
場

産
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

②
子
供
た
ち
が
農
業
を
継
承
し
て

い
く
に
は
、農
の
尊
さ
、食
の
大
切
さ

を
伝
え
る
の
が
大
事
で
あ
る
と
思
う

が
、そ
れ
に
は
食
の
教
育
を
通
じ
た
地

産
地
消
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う

が
ど
う
か
。

【
教
育
部
長
】
①
価
格
、
納

品
、供
給
体
制
な
ど
、学
校
給

食
関
係
者
と
も
協
議
の
上
、で
き
る
範

囲
で
地
元
産
を
使
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
児
童
生
徒
が
学
校
給
食
で
、地
元

で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
食
す
る
こ
と
に

よ
り
、地
域
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
穀

物
等
を
知
り
、食
を
通
し
て
地
域
を
理

解
し
、地
域
に
根
差
し
て
今
後
活
動
し

て
い
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
得
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。農
業
を
子
供
た
ち

に
継
承
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、重
要
か

つ
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、中
学
校
で

は
、農
家
の
協
力
を
得
て
、農
産
物
の

収
穫
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。幼
稚
園
、小
学
校
で
は
、農
産
物
の

栽
培
、収
穫
し
て
、さ
ら
に
食
す
る
ま

で
の
農
業
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
農
業
体
験
を
行
う
こ
と
で
、地

元
農
産
物
の
よ
さ
や
安
全
性
を
知
る

こ
と
が
食
の
教
育
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

来年度のＡＥＤ設置に向けて、十分な検討をしていただいていること
と思いますが、進捗状況について伺います。
【総務部長】過般の議員のご提言を受けまして、設置業者と折衝しまし
た。その結果、AED付の自動販売機は、一般の販売機より費用面で割高に

なるとか、売り上げが少ない機械は取りつけるのは難しいとか、さらには新たな機械
を設置してくれなければ難しい。このようなことでなかなか話が進まないのが現状です
が、販売機の更新時期等をとらえて、引き続き交渉を進めたいと考えています。
なお、別途の取り組みとして、市の独自事業で、学校施設及び体育施設等に来年度設
置に向けて現在調整中です。

 どこの市町村でも
今急激に、ＡＥＤの

導入がなされていますが、
来年度の目標として計画が
あれば伺います。

【総務部長】現在
調整中ですが、具体

的な箇所、数については、
なるべく多くということで考
えています。

学
校
給
食
の
地
産
地
消

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

入

　江

　
　
　晃

　議
員

山

　口

　
　
　德

　議
員

答 問

問

問

答

答

社会福祉協議会主催の防災ボランティア養成研修会でAEDの講習

いちご
おひたしおひたし 牛乳

さつま汁

①
学
校
給
食
に
100
％
地
場

産
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

ごはん

いちご

レンコンの
はさみ揚げ

鉾田の日（1月19日）の学校給食
農協から寄贈された地元産（人参・さつまいも

・ごぼう・いちご・米）の食材を使用

ここが聞きたい!!一般質問
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上
沢
地
区
内
の

　
　
　
　
　
道
路
舗
装

小
　
沼
　
幸
　
義
　
議
員

汲
上
地

区
か
ら
高

釜
地
区
間
の
一
部
約
300
ｍ
が
未
舗
装

に
な
っ
て
い
て
、住
民
の
方
も
一
日
も

早
い
舗
装
を
望
ん
で
い
る
が
ど
の
よ

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
建
設
部
長
】  

大
洋
村
時
代

か
ら
整
備
計
画
が
あ
り
、順
次

整
備
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、一

部
用
地
買
収
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で

未
整
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
、市
で

は
、そ
の
区
間
の
約
300
ｍ
に
つ
い
て
、当

時
の
大
洋
の
排
水
計
画
を
見
直
し
て
、

事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。残
る

300
ｍ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、用
地
に
つ
い

て
の
ご
協
力
等
を
要
請
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
は
、雨
上
が
り
10

日
過
ぎ
て
も
水
た
ま
り
が
引

か
な
い
状
態
で
、毎
日
通
勤
、通
学
に

利
用
し
て
い
る
住
民
の
方
も
、一
日
も

早
い
舗
装
を
望
ん
で
い
ま
す
。早
急
に

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、上
沢
地

区
の
道
路
の
件
は
、見
て
き
ま
し
た

か
。

【
建
設
部
長
】こ
の
市
道
大
洋

01

－

06
号
線
、国
長
金
属
の
と

こ
ろ
の
十
字
路
か
ら
南
の
ほ
う
へ
上

が
っ
て
約
600
ｍ
が
未
舗
装
、未
改
良
部

分
が
あ
り
、現
地
的
に
は
大
き
な
水
た

ま
り
が
で
き
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

新聞で、結城市の環境基金創設に向けた取り組みが報道され、回収した資源
ごみ売却益の一部を積み立て、不法投棄されたごみの撤去作業などの環境保

全事業や、ごみ減量化事業に活用していくとのこと。本市でも、ごみの問題の解決に向
けた市民との協働モデル事業というような構想で、環境基金（仮称）を創設してはどう
か。

【総務部長】特定目的基金の設置は、特定の目的を実現するために、その将来
負担に備えることが大きな目的です。環境は21世紀の世界レベルでの大きな

テーマであり、その将来負担に備えることの必要性は十分認識しています。しかしなが
ら、市としては、既存基金でも環境施策に活用できるものと考えています。現段階では
新たな環境基金の創設については考えていません。

環
境
行
政

菅
　
谷
　
達
　
男
　
議
員

問

答

問 答

答

問

上沢地区の未舗装の道路

プレスされたスチール缶とアルミ缶

ここが聞きたい!!一般質問
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11月

12月

1月

・４日　　鹿行議長協議会議員研修会（神栖市）
・６日　　平成20年第3回臨時会
・13日　　熊本県水俣市議会来庁
・17日　　利根町議会来庁
・25日～26日
　　　　　議会広報編集委員会行政視察
　　　　（埼玉県寄居町議会・全国市議会議長会）
・26日　　議会運営委員会
・27日　　区長会役員との意見交換会
・２日～12日
　　　　　平成20年第4回定例会
・12日　　議会広報編集委員会
・16日　　議会広報編集委員会
・20日　　埼玉県比企郡議会事務局長会来庁
・21日～22日
　　　　　鉾田市議会議員行政視察
　　　　　 （綾瀬市役所・厚木基地・戸田市議会）
・21日　　茨城県市議会議長会定例会（土浦市）

1月22日
より開かれた議会を目指して、
議会改革に取り組んでいる
埼玉県戸田市議会を視察

1月21日
海上自衛隊厚木航空基地の所在地である神奈川県綾瀬市で、厚木基地に
対する騒音対策について研修後、厚木航空基地の現地を視察

綾
瀬
市
役
所

厚
木
航
空
基
地

厚
木
航
空
基
地

厚
木
航
空
基
地
内
の
広
報
資
料
館

戸田市議会
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昨 年 は 、 我 が 国 で も 海 外 に お い て も 、 何 十

年 か ぶ り の 大 不 況 に な っ て し ま い ま し た 。

ガ ソ リ ン の 値 上 げ 、 食 料 品 の 値 上 げ で 消 費

者 に と っ て は 、 と て も 辛 い 年 で あ っ た と 思 い

ま す 。
大 企 業 の 業 績 不 振 に よ る 人 員 削 減 な ど も 、

ニ ュ ー ス を 見 て い て 心 を 痛 め ま し た 。 職 を 失

う と い う こ と は 身 近 に も あ り う る 事 態 で は な

い で し ょ う か 。

そ ん な 厳 し い 中 、 鉾 田 市 の 議 員 の 皆 様 方 は

と て も 誠 意 を 持 っ て 頑 張 っ て お ら れ る と 感 じ

ま す 。 一 番 大 変 な と き で は あ る と 思 い ま す が 、

市 民 の 方 々 の 協 力 を 得 な が ら 頑 張 っ て い っ て

ほ し い と 思 い ま す 。

そ し て 、 今 年 は も っ と 多 く の 市 民 の 方 が 傍

聴 し て い た だ け る よ う に な れ ば よ い と 思 っ て

お り ま す 。

平 成 二 十 一 年 が よ い 年 に な り ま す よ う 祈 っ

て お り ま す 。

柏
熊
新
田
区
長

平
　
沼
　
勝
　
一

※ 日 程 は 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。

平 成 20 年 第 ４ 回 （ 12 月 ） 定 例 会 の 延 傍 聴 者 数 88 人

３ 月  ３ 日 （ 火 ）

３ 月  ５ 日 （ 木 ）

３ 月  ６ 日 （ 金 ）

３ 月  ９ 日 （ 月 ）

３ 月  11 日 （ 水 ）

３ 月  12 日 （ 木 ）

３ 月  13 日 （ 金 ）

３ 月  16 日 （ 月 ）

３ 月  17 日 （ 火 ）

３ 月  19 日 （ 木 ）

開　　　 会

本 会 議 （ 一 般 質 問 ）

本 会 議 （ 一 般 質 問 ）

本 会 議

本 会 議

委 員 会

委 員 会

委 員 会

特 別 委 員 会

閉　　　 会

月　　 日 会 議 内 容

編 集 後 記

地 方 分 権 が 伸 展 し て い く 中 で 、 各 地

方 自 治 体 が そ れ ぞ れ 創 意 工 夫 を こ ら し

て 力 強 く 成 長 し て い か な け れ ば な ら な

い 時 代 が 到 来 し て い る よ う に 思 い ま す 。

「 ほ こ た 市 議 会 だ よ り 」 を 通 し て 様 々

な 情 報 を 市 民 の 皆 様 に 発 信 し 、 ま た 市

民 の 皆 様 の 声 を 数 多 く 取 り 入 れ な が ら 、

鉾 田 市 の 現 状 を 正 し く 把 握 し 、 市 政 に

反 映 し て い か な け れ ば な ら な い と 思 っ

て い ま す 。

今 後 も 広 報 委 員 一 同 、 さ ら に 充 実 し

た 議 会 広 報 活 動 を 展 開 で き る よ う 努 め

て ま い り ま す の で よ ろ し く お 願 い 申 し

上 げ ま す 。

（ 小 沼 俊 秀 記 ）

３ 月 定 例 会 日 程 （ 予 定 ） の お 知 ら せ

成
人
お
め
で
と
う

51
8名
の
新
成
人
を
迎
え
、総
合
公
園
体
育
館
で
1月
11
日
に
成
人
式
が
行
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れ
ま
し
た
。新
成
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
あ
る
行
動
と
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

新
成
人
の
方
に「
ど
ん
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鉾
田
市
に
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っ
て
ほ
し
い
か
」を
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き
ま
し
た
。

み
ん
な
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